
年度 開催地 参加大学 受賞大学

2013年 中国人民大学 60所 東華大学

2014年 北京大学 89所 洛陽外国語学院

2015年 吉林大学 94所 武漢大学

2016年 武漢大学 106所 武漢大学

2017年 上海交通大学 116所 重慶三峡学院

2018年 北京大学 109所 対外経済貿易大学

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学研究を奨励し、科学教育と一般文化の発展に寄与するこ

とにより、世界平和に貢献することを目的に 1924 年に設立

された財団法人で、若手研究者の研究支援や青少年の科学体験

などの各種事業とともに、1999 年から開始した中国の大学

への図書寄贈を始め日本知識大会、各種「作文コンクール」な

ど広範な日中交流事業（日中未来共創プロジェクト）を推進し

ています。 

 

 

1. 「科学振興のための研究助成と研究交流」事業 

2. 「日中未来共創プロジェクト」事業 

3. 「科学知識の普及・啓発」事業 

  ・科学実験データベースの公開 

  ・地球科学の理解促進 

  ・高校生のためのサイエンスメンタープログラム 

  ・生命科学テキスト「人間の生命科学」プロジェクト 

  ・科学隣接領域の研究 

 

日本科学協会の概要 

 

日本科学協会の主要事業 

 

日中未来共創プロジェクトの概要 

 

 

国際的な相互理解の促進と友好親善の増進を図るため、図書

寄贈と人的交流を柱に広範な人材育成事業を実施しています。 

 
 

 

◇寄贈の仕組み 

出版社、図書館、企業、大学・研究機関、一般の方々など日

本の各方面から提供された図書を、分別･整備のうえ中国の大

学・研究機関等の要望に応じて寄贈し、教育・研究への活用を

通じて日本理解の深化を図るというもので、現在、75 大学等

に寄贈対象を絞って事業を実施していますが、これまでに 374

万冊余の図書を寄贈しました。 

図書寄贈事業 

◆「笹川杯日本知識大会」 

◆「笹川杯作文コンクール‐感知日本」 

中国の若者の日本への関心・理解を深めるため、2008 年

度、中国の広範な若者を対象に立上げた日本に関する作文コ

ンクールで、中国語版（中国青年報社）と日本語版（人民中

国雑誌社）のコンクールを並行開催してきました。 

人的交流事業 

◇寄贈先の分布 

日本理解の深化と日本語教育の振興を図るため、中国の大

学の日本語学習者を対象として、2004 年に立上げた日本に

関するクイズ大会で、2011 年度以降、全国規模で開催して

います。 

また、成績優秀者の日本招聘を併せて実施しています。

2018 年度までの参加大学は、累計 796 大学（選手：2,388

名）です。 

2018 年度は、北京大学

で開催され、109 大学が参

加しました。 

（共催：中国の開催大学） 

また、成績優秀者の日本招聘

を併せて実施しています。 

2018 年度までの応募累計

は、48,620 点です。中国語版

のコンクールは、2013 年度以

降、開催を中止しています。 

（共催：人民中国雑誌社、中国青

年報社） 

 

2019年 2月13日までの最新

情報 

◇全国大会のあゆみ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い！ 

中国の大学では日本関係資料が不足しています。 

日本語を学ぶ中国の大学生、教職員に寄贈するための 

図書をご提供ください。 

詳細は、下記の問合せ先にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日中未来共創プロジェクト 

The Japan-China Project for Co-Creating the Future 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「日本知識大会・作文コンクール」優勝者等招聘 

〒107-0052 東京都港区赤坂 1-2-2  日本財団ビル 5 階 

◆「Panda 杯全日本青年作文コンクール」  

中国への関心・理解を深めるため、2014 年

度、日本の若者を対象に立上げた中国に関する

作文コンクールで、日本語での応募となってい

ます。また、成績優秀者の中国訪問を併せて実

施しています。2018 年度までの応募作品は

2,062 点です。 

共催：人民中国雑誌社、中国大使館 

日本に対する関心や理解を深めるため、中国全土の大学生等を

対象に 2016 年度から開催している“日本に関する図書の感想

文”コンクールで、中国語での応募とすることで日本語学習の有

無に関係なく多くの大学生の参加を図っています。 

作文の募集・応募については、全国の大学図書館経由で実施し

ています。成績勇者の日本招聘を併せて実施しています。 

 

≪問合せ先≫ 
 
公益財団法人 日本科学協会 

 業務部 国際交流チーム 

TEL:03-6229-5364：FAX:03-6229-5369   

e-mail：:bp@jss.or.jp   

ULR：http://www.jss.or.jp/kouryu/ 

Blog：http://blog.canpan.info/kouryu/ 

 

 

 

◆「本を味わい、日本を知る」作文コンクール 

◆「笹川杯日本研究論文コンクール」 

日本に関する専門研究や論文執筆を通して日本理解の深化

と日本語教育の発展を図るため、中国全国の大学生を対象と

して、2018 年度に立上げた“日本”に関する研究論文コン

クールで、論文執筆とプレゼンテーションにより審査を実施

します。成績優秀者の日本招聘を併せて実施します。 

共催：教育部外国言語文学類専攻教学指導委員会日語専攻教学

指導分科会、中国日語教学研究会、吉林大学 

 

実体験や人的交流による多角的な日本理解と友好交流の促

進を図るため、中国で開催している「日本知識大会」、「笹川

杯作文コンクール」、「“本を味わい日本を知る”作文コンク

ール」、「笹川杯日本研究論文コンクール」の成績優秀者等 

 

 

◆「中国大学図書館担当者招聘」 

2018 年度までの応募累計

は 4,543 点です。 

（共催：上海交通大学図書館） 

◆「Panda 杯全日本青年作文コンクール」中国訪問  

実体験や人的交流による多角的な中国理解と友好交流の促

進を図るため、「Panda 杯作文コンクール」の成績優秀者等

を対象に実施している中国訪問プログラムで、中国の大学生

との意見交換、文化体験、訪問見学など様々なプログラムを

実施しています。 

2018 年度までの訪中者

は、累計 99 名です。 

を対象に実施している日本招聘

プログラムで、日本の大学生と

の意見交換、文化体験、訪問見

学、ホームステイなど様々なプ

ログラムを実施しています。 

2018 年度までの招聘者数

は、合計 345 名です。 

多角的な「日本」理解と日中学

術交流の促進を図るため、寄贈対

象大学の図書館担当者等を対象

に 2001 年に立上げた招聘研修

で、図書館や歴史・文化施設の視

察、図書関係者等との情報交換 

など、様々なプログラムを実施しています。これまでに６度の

「招聘」を実施し、累計 128 名の担当者を招聘しました。 

tel:03-6229-5364
tel:03-6229-5364
http://www.jss.or.jp/kouryu/
http://www.jss.or.jp/kouryu/
http://blog.canpan.info/kouryu/
http://blog.canpan.info/kouryu/

